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古
代
王
権
に
お
け
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
位
置
づ
け

　
　
　
は
じ
め
に

『
古
事
記
』
上
巻
や
『
日
本
書
紀
』
第
一
巻
・
第
二
巻
で
は
、
数
多
く
の
神
々
が
様
々
な
活
動
を
行
い
、
魅
力
的
な
物
語
が
展
開
す
る
。

そ
の
意
味
で
ま
さ
に
神
話
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
神
話
と
は
民
間
あ
る
い
は
民
衆
の
中
で
受
け
継
が
れ
、
彼
ら
の
生
活
を
規
定
す
る

よ
う
な
民
間
神
話
・
伝
承
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
か
つ
て
津
田
左
右
吉
氏
は
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
神
話
は
「
皇
室
の
由
来
」

を
語
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
指
摘
し
た（

１
）。

つ
ま
り
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
神
話
は
天
皇
の
支
配
の
正
統
性
を
語
る
神
話
、
あ

る
種
の
政
治
思
想
を
語
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
指
摘
は
現
在
も
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
神

話
を
考
え
て
い
く
上
で
重
視
さ
れ
て
お
り
、
王
権
の
起
源
を
語
る
神
話
と
い
う
意
味
で
王
権
神
話
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
時
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
神
話
で
最
も
重
要
な
神
は
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う

が
な
い
だ
ろ
う
。『
古
事
記
』
で
は
イ
ザ
ナ
キ
神
か
ら
高
天
原
を
統
治
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
高
天
原
の
主
宰
神
と
し
て
振
る

舞
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
の
性
格
が
如
実
に
現
れ
る
の
が
天
孫
降
臨
神
話
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
日
本
書
紀
』

の
天
孫
降
臨
神
話
、
第
一
の
一
書
で
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
が
自
身
の
子
孫
で
あ
る
皇
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
を
地
上
世
界
の
統
治
者
と
し
て

降
臨
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
ま
さ
に
王
権
最
高
神
と
し
て
の
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
の
姿
を
象
徴
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
天
孫
降
臨
神

話
を
子
細
に
見
て
い
く
と
、
必
ず
し
も
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
だ
け
が
天
上
世
界
の
主
宰
神
と
し
て
皇
孫
に
天
降
り
を
命
じ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
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【
史
料
一
】『
日
本
書
紀
』「
神
代
上
・
天
孫
降
臨
神
話
条
・
本
文（
２
）」

于
レ
時
高
皇
産
霊
尊
以
二
真
床
追
衾
一
覆
二
於
皇
孫
天
津
彦
彦
瓊
瓊
杵
尊
一
使
レ
降
之
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
に
天
降
り
を
命
じ
て
い
る
の
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
で
あ
り
、
こ
こ
に
ア
マ

テ
ラ
ス
大
神
の
関
与
は
な
い
。
つ
ま
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
も
ま
た
、
天
皇
の
支
配
の
正
統
性
を
語
る
最
も

重
要
な
天
孫
降
臨
神
話
に
お
い
て
、
天
上
世
界
の
主
宰
神
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
孫
降
臨
神
話
は
『
古

事
記
』
に
一
伝
、『
日
本
書
紀
』
に
一
書
を
含
め
て
五
伝
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
天
孫
降
臨
神
話
の
司
令
神
と
す
る
伝
承
の
方
が
、
数
的
に
多
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
い
う
神
が
い
か
な
る
神
な
の
か
。
古
代
王
権
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
神

に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
具
体
的
な
論
点
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
ア
マ
テ

ラ
ス
大
神
よ
り
古
い
、
本
来
の
王
権
最
高
神
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
天
皇
の
祖
先
神
で
あ
る
皇
祖
神
で
あ
っ
た

い
う
点
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
三
品
彰
英
氏
は
、『
古
事
記
』・『
日
本

書
紀
』
の
天
孫
降
臨
神
話
の
各
所
伝
に
お
け
る
司
令
神
を
分
析
し
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
司
令
神
と
す
る
神

話
が
原
初
的
で
あ
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
が
並
立
す
る
神
話
が
中
間
系
、
ア
マ
テ
ラ
ス

大
神
の
み
と
す
る
神
話
を
最
も
成
立
が
新
し
い
神
話
で
あ
る
と
指
摘
し
た（

３
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
多

く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
通
説
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う（

４
）。

で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
は
い
か
な
る
性
格
を
有
す
る
神
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
実
に

多
く
の
説
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
四
つ
の
見
解
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
タ
カ
ミ
ム

ス
ヒ
神
を
生
成
の
神
、
具
体
的
に
は
稲
の
生
育
、
穀
霊
の
発
現
を
起
こ
す
神
で
あ
り
、
新
嘗
の
祭
儀
に
関
わ

表一　天孫降臨神話の司令神

司令神 記載状況 数

タカミムスヒ神のみ 『日本書紀』本文・第四一書・第六一書 3

アマテラス大神のみ 『日本書紀』第一一書 1

タカミムスヒ神とアマテラス大神の並立 『古事記』・『日本書紀』第二一書 2
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る
神
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
品
氏
は
「
生
成
力
を
そ
の
御
徳
と
す
る
神
」
で
あ
り
、
そ
の
生
成
の
御
徳
は
「
穀
物

の
神
と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る（

５
）。
他
に
も
、
松
前
健
氏
も
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
穀
霊
を
人
間
界
に
派
遣
し
、
育

成
す
る
農
耕
神
で
あ
り
、
農
耕
祭
儀
、
特
に
新
嘗
祭
の
主
神
で
あ
る
と
し（

６
）、

神
田
典
城
氏
は
農
耕
作
物
の
生
成
に
深
く
関
わ
る
神
で
あ
る

と
す
る（

７
）。
近
年
で
は
、
菊
地
照
夫
氏
が
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
神
話
と
王
権
祭
祀
の
関
係
を
詳
細
に
論
じ
る
中
で
タ
カ
ミ
ム
ス

ヒ
神
を
新
嘗
祭
の
神
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る（

８
）。

二
つ
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
よ
り
古
い
太
陽
神
で
あ
る
と
す
る
見

解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岡
田
精
司
氏
は
、
天
皇
家
で
は
、
五
世
紀
こ
ろ
か
ら
太
陽
神
を
守
護
神
と
し
て
お
り
、
そ
の
神
は
タ
カ
ミ
ム
ス

ヒ
神
で
伊
勢
に
お
い
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
述
べ（

９
）、

西
宮
一
民
氏
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
名
義
を
「
高
く
神
聖
な
、
生
成
し
て
止
ま
ぬ
太

陽
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る（

（1
（

。
三
つ
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
中
国
思
想
に
基
づ
く
神
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
広

畑
輔
雄
氏
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
古
代
中
国
の
太
極
陰
陽
思
想
を
継
受
す
る
形
で
成
立
し
た
神
で
あ
る
と
し（

（1
（

、
中
村
啓
信
氏
は
、
タ
カ

ミ
ム
ス
ヒ
神
は
中
国
の
天
命
思
想
に
基
づ
く
司
命
の
神
を
日
本
的
に
受
容
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
太
陽
神
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と

述
べ
て
い
る（

（1
（

。
第
四
は
、
北
方
の
騎
馬
民
族
の
神
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
岡
正
雄
氏
は
、
北
方
の
騎
馬
民
族
の
固
有

の
世
界
観
＝
王
を
天
の
子
と
す
る
思
想
に
基
づ
く
、
神
観
念
が
朝
鮮
半
島
の
古
代
国
家
を
経
由
し
て
入
っ
て
き
た
と
述
べ（

（1
（

、
松
村
武
雄
氏

も
北
方
民
族
の
観
想
・
信
仰
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
と
し（

（1
（

、
大
林
太
良
氏
も
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
「
北
方
系
民
族
に
と
っ
て
は
、
尊
崇
す

べ
き
一
個
の
祖
神
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
近
年
で
は
、
溝
口
氏
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
北
方
系
の
天
の
至
高
神
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
に
つ
い
て
は
王
権
の
古
い
最
高
神
、
さ
ら
に
言
え
ば
天
皇
家
の
祖
先
神
で
あ
る
こ
と
は
、
天
孫
降

臨
神
話
の
司
令
神
の
分
析
か
ら
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
い
か
な
る
性
格
を
有
す

る
神
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
未
だ
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
で
は
こ
の
神
が
ど
の
よ
う
な
要
因
か
ら
王
権
の
最
高
神
、

さ
ら
に
言
え
ば
、
皇
祖
神
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
三
点
に
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つ
い
て
、論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
一
は
、タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
王
権
の
最
高
神
で
あ
り
、皇
祖
神
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
天
孫
降
臨
神
話
の
司
令
神
の
分
析
に
基
づ
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
本
稿
で

は
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
第
二
は
、
こ
の
神
の
性
格
に
つ
い
て
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
見

え
る
ム
ス
ヒ
の
神
の
神
話
・
伝
承
を
基
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
第
三
は
、
こ
の
神
が
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
王
権
最
高
神
と

な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
古
代
王
権
の
宗
教
的
・
思
想
的
背
景
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
王
権
最
高
神
（
皇
祖
神
）
と
し
て
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
三
年
二
月
条
・
四
月
条
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
王
権
最
高
神
で
あ
る
す
る
場
合
、
主
と
し
て
天
孫
降
臨
神
話
が
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て

い
た
が
、
本
稿
で
は
『
日
本
書
紀
』
の
顕
宗
天
皇
紀
に
見
え
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
伝
承
に
着
目
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
当
該
箇
所
を
示

そ
う
。

【
史
料
二
】『
日
本
書
紀
』「
顕
宗
天
皇
三
年
二
月
条（

（1
（

」

三
年
春
二
月
丁
巳
朔
。
阿
閇
臣
事
代
銜
レ
命
。
出
使
二
干
任
那
一
。
於
レ
是
月
神
著
レ
人
謂
之
曰
。
我
祖
高
皇
産
霊
尊
有
下
預
鎔
二
造
天

地
一
之
功
上
。
宜
下
以
二
民
地
一
奉
中
我
月
神
上
。
若
依
レ
請
献
レ
我
。
当
二
福
慶
一
。
事
代
由
レ
是
還
レ
京
具
奏
。
奉
以
二
歌
荒
樔
田
一
。
歌
荒
樔

田
。
在
二

山
背
国
葛

野
郡
一
。

壹
伎
県
主
先
祖
押
見
宿
禰
侍
レ
祠
。

【
史
料
三
】『
日
本
書
紀
』「
顕
宗
天
皇
三
年
四
月
条（

（1
（

」

夏
四
月
丙
辰
朔
庚
申
。
日
神
著
レ
人
謂
二
阿
閇
臣
事
代
一
曰
。
以
二
磐
余
田
一
獻
二
我
祖
高
皇
産
霊
尊
一
。
事
代
便
奏
。
依
二
神
乞
一
献
二
田

十
四
町
一
。
対
馬
下
県
直
侍
レ
祠
。
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さ
て
、【
史
料
二
】
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
阿
閇
臣
事
代
が
任
那
へ
の
使
者
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
、
月
神
が
人
に

神
憑
り
し
て
、「
自
分
の
祖
で
あ
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
天
地
を
鎔
造
し
た
功
が
あ
る
か
ら
、
土
地
を
私
に
奉
れ
。
も
し
献
上
す
れ
ば
、

慶
福
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
事
代
は
京
に
帰
り
歌
荒
樔
田
を
献
上
し
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、【
史
料
三
】
に
よ
れ
ば
、
日

神
が
人
に
神
憑
り
し
て
、
阿
閇
臣
事
代
に
「
磐
余
田
を
自
分
の
祖
で
あ
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
に
献
上
せ
よ
」
と
述
べ
た
。
事
代
は
田
十
四

町
を
献
上
し
た
、
と
あ
る
。　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、【
史
料
二
】
で
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
天
地
を
鎔
造
（
型
に
入
れ
て
鋳
造
す
る
こ
と
）
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
天
地
を
創
造
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
天
地
観
は
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
天
地
観
と
は
全

く
異
な
っ
て
い
る
。

【
史
料
四
】『
古
事
記
』「
序
文（

（1
（

」

臣
安
万
侶
言
。
夫
混
元
既
凝
。
気
象
未
效
。
無
レ
名
無
レ
為
。
誰
知
二
其
形
一
。
然
乾
坤
初
分
。
参
神
作
二
造
化
之
首
一
。

【
史
料
五
】『
古
事
記
』「
天
地
初
発
段（

（2
（

」

天
地
初
発
之
時
。
於
二
高
天
原
一
成
神
。
名
天
之
御
中
主
神
。

【
史
料
六
】『
日
本
書
紀
』「
神
代
上
・
天
地
開
闢
条（

（2
（

」

古
天
地
未
レ
剖
。
陰
陽
不
レ
分
。
渾
沌
如
二
鶏
子
一
。
溟
涬
而
含
レ
牙
。
及
二
其
清
陽
者
薄
靡
而
為
レ
天
。
重
濁
者
淹
滯
而
一
レ
地
。
精
妙

之
合
搏
易
。
重
濁
之
凝
場
難
。
故
天
先
成
而
地
後
定
。
然
後
神
聖
生
二
其
中
一
焉
。

【
史
料
四
】
で
は
、
最
初
は
天
地
が
混
沌
状
態
に
あ
っ
た
が
、
後
に
天
地
が
分
れ
て
造
化
の
三
神
が
誕
生
し
た
、
と
あ
る
。【
史
料
五
】

で
は
、
天
地
が
発
現
し
た
後
、
高
天
原
に
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
神
が
成
っ
た
と
あ
る
。【
史
料
六
】
で
は
、
最
初
、
天
地
は
混
沌
と
し
て

お
り
、
陰
陽
も
分
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
後
に
天
地
が
開
け
神
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
。『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
そ
れ
ぞ
れ
天
地
が
混

沌
状
態
か
ら
始
ま
る
か
、
最
初
か
ら
天
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
の
違
い
は
あ
る
が（

（2
（

、
い
ず
れ
も
天
地
が
形
成
さ
れ
た
後
に
神
が
生
ま
れ
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る
と
い
う
順
序
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、【
史
料
二
】
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
最
初
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
神
が
天
地
を
創
っ

た
と
あ
る
の
で
全
く
逆
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
新
旧
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
時
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
は
天

武
天
皇
の
詔
に
よ
り
、
編
集
が
始
ま
っ
た
史
書
で
あ
る
か
ら
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
神
話
の
天
地
観
は
天
武
天
皇
以
降
の
編
纂
過

程
で
形
成
さ
れ
て
き
た
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
持
つ
天
地
観
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
。（
も
し
、
タ
カ
ミ
ム

ス
ヒ
神
の
天
地
観
が
天
武
朝
以
降
の
成
立
な
ら
ば
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』の
天
地
創
造
神
話
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
）。

つ
ま
り
、
古
代
王
権
が
本
来
有
し
て
い
た
天
地
創
造
神
話
は
、
ま
ず
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
最
初
に
存
在
し
、
そ
の
後
こ
の
神
に
よ
っ
て
天

地
が
創
造
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、【
史
料
四
～
六
】の
よ
う
な
天
地
創
造
神
話
は
天
武
朝
以
降
に
新
し
く
形
成
さ
れ
た
神
話
で
あ
る
。

そ
の
点
か
ら
も
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
、
さ
ら
に
は
こ
の
神
を
中
心
と
す
る
神
話
体
系
は
天
武
朝
以
前
の
古
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
次

に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
よ
り
も
古
い
王
権
最
高
神
、
皇
祖
神
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
推
古
朝
の
遣
隋
使
記
事
を
史
料
と

し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
推
古
朝
の
遣
隋
使
記
事
に
つ
い
て

　『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
三
年
二
月
条
と
四
月
条
か
ら
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
天
地
を
創
り
、
日
神
と
月
神
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
（
月

神
も
日
神
も
「
我
祖
高
皇
産
霊
尊
」
と
発
言
し
て
い
る
）
が
分
か
る
が
、
寺
川
眞
知
夫
氏
は
、
こ
の
記
述
が
開
皇
二
十
（
六
〇
〇
）
年
の

遣
隋
使
に
お
い
て
倭
国
の
使
者
が
語
っ
た
倭
王
の
神
話
観
・
宗
教
観
あ
る
い
は
王
権
の
思
想
と
対
応
す
る
、
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

【
史
料
七
】『
隋
書
』「
東
夷
伝
倭
国
条（

（2
（

」

開
皇
二
十
年
、
倭
王
姓
阿
毎
、
字
多
利
思
比
弧
、
号
阿
輩
雞
弥
、
遣
使
詣
闕
。
上
令
所
司
訪
其
風
俗
。
使
者
言
倭
王
以
天
為
兄
、
以

日
為
弟
、
天
未
明
時
出
聴
政
、
跏
趺
坐
、
日
出
便
停
理
務
、
云
委
我
弟
。
高
祖
曰
、
此
太
無
義
理
。
於
是
訓
令
改
是
。
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こ
の
時
の
遣
隋
使
に
お
い
て
、
倭
国
の
使
者
は
、
倭
王
は
天
を
兄
と
し
、
日
を
弟
と
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
倭
王
の
持
つ
神
話
観
が
示

さ
れ
て
い
る
。
顕
宗
紀
の
記
述
か
ら
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
天
と
日
の
祖
先
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
た
し
か
に
寺
川
氏
が
述
べ
る
よ

う
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
倭
王
の
祖
先
神
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
天
と
日
に
と
っ
て
倭
王
は
兄
弟
の
関
係
と
な
り
、
顕
宗
紀
と
遣
隋
使

の
記
事
の
整
合
性
は
取
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
遣
隋
使
に
関
し
て
隋
の
皇
帝
文
帝
は
倭
王
の
使
者
の
発
言
に
際
し
、「
義
理
無
し
」

と
し
て
こ
れ
を
改
め
教
え
た
と
あ
る
よ
う
に
、
文
帝
か
ら
否
定
的
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
通
典
』
や
『
翰
苑
』
の
記
事

で
は
こ
の
時
の
倭
王
を
「
天
児
」（
天
の
子
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
る
と
、
倭
王
の
使
者
が
語
っ
た
「
天
兄
」
と
は
矛
盾
す

る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
遣
隋
使
に
お
い
て
倭
王
が
天
子
を
名
乗
っ
た
こ
と
と
の
関
係
も
問
題
と
な
ろ
う
。
よ
っ
て
、
開
皇

二
十
年
の
遣
隋
使
記
事
を
そ
の
ま
ま
単
純
に
受
け
止
め
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
挙
げ
た
『
通
典
』
や
『
翰
苑
』
そ
し
て

第
二
回
遣
隋
使
の
天
子
号
と
の
関
係
も
踏
ま
え
て
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
は
、
倭
王
の
使
者
が
名
乗
っ
た
「
阿
毎
多
利
思
比
弧
」
＝
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。『
隋
書
』
で
は
、
ア
メ

タ
リ
シ
ヒ
コ
が
姓
と
字
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
倭
王
に
姓
は
無
い
の
で
、
こ
れ
は
中
国
で
は
姓
が
無
い
君
主
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
来
る
隋
側
の
誤
解
で
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
は
個
人
名
で
な
く
、
当
時
の
倭
王
の
和
名
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う（
（2
（

。
で
は
、
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
井
上
光
貞
氏
は
天
の
高
貴
な
る
男
子（

（2
（

、

吉
村
武
彦
氏
は
天
上
世
界
で
み
ち
み
ち
て
お
ら
れ
る
り
っ
ぱ
な
男（

（2
（

で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
長
野
正
氏
は
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
の
「
タ
リ
」

を
「
垂
」
と
解
釈
し
、
天
か
ら
降
臨
し
た
人
と
し（

（2
（

、
山
尾
幸
久
氏
も
朝
鮮
半
島
の
降
臨
神
話
を
踏
ま
え
た
あ
ま
く
だ
ら
れ
た
お
か
た
で
あ

る
と
す
る（

（3
（

。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
『
通
典
』
と
『
翰
苑
』
の
記
述
が
重
要
で
あ
る
。

【
史
料
八
】『
通
典
』「
辺
防
一
東
夷
上
倭
条（

（3
（

」

隋
文
帝
開
皇
二
十
年
、
倭
王
姓
阿
毎
、
名
多
利
思
比
弧
、
其
国
号
阿
輩
雞
弥
、
華
言
天
児
也
、
父
子
相
伝
王
、
有
宮
女
六
七
百
人
、
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王
長
子
号
哥
弥
多
弗
利
、
華
言
太
子
。

【
史
料
九
】『
翰
苑
』「
蕃
夷
部
倭
国
条（

（3
（

」

阿
輩
雞
弥
、
自
表
天
児
之
称
。
…

…
今
案
、其
王
姓
阿
毎
、国
号
為
阿
輩
雞
、華
言
天
児
也
。
父
子
相
伝
王
、有
宮
女
六
七
百
人
。
王
長
子
号
和
哥
弥
多
弗
利
、華
言
太
子
。

注
目
す
べ
き
は
【
史
料
八
】・【
史
料
九
】
と
も
に
「
華
言
の
天
児
な
り
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
国
語
で
は
天
児
と
い
う
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
倭
王
は
天
の
子
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
こ
と
が
分
か
る
が
、
問
題
は
こ
の
表
現
が
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
に
関

わ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
阿
輩
雞
弥
」
に
関
わ
る
の
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
ま
ず
「
阿
輩
雞
弥
」
の
読
み
に
つ
い
て

見
て
い
こ
う
。
こ
の
四
文
字
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
①
オ
ホ
キ
ミ
説
、
②
ア
メ
キ
ミ
説
、
③
ア
マ
キ
ミ
説
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
森
公

章
氏
の
指
摘
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
森
氏
に
よ
れ
ば
、
音
韻
的
観
点
、
ま
た
『
隋
書
』
倭
国
伝
で
隋
使
者
裴
世
清
を
迎
え
た
使
者
に
小
徳
阿

輩
臺
が
あ
り
、
こ
の
阿
輩
臺
は
「
オ
ホ
ト
」
と
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
阿
輩
雞
弥
」
は
オ
ホ
キ
ミ
と
読
む
べ
き
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、「
阿
輩
雞
弥
」
の
読
み
の
理
解
か
ら
、「
華
言
の
天
児
な
り
」
は
「
阿
輩
雞
弥
」
で
は
な
く
、
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
の
注
釈

で
あ
る
と
し
て
い
る（

（3
（

。

以
上
の
よ
う
に
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
は
『
通
典
』・『
翰
苑
』
に
お
い
て
「
天
児
」
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
倭
王
は
天
の
子

で
あ
る
と
い
う
思
想
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
推
古
朝
に
お
い
て
天
孫
降
臨
神
話
が
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
神
話
に
基
づ
い
た
倭
王
の
称
号
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
森
氏
は
倭
王
が
天
孫
氏
の
自
覚
を
形
成
し
て
い
た
と
指

摘
し（

（3
（

、
熊
谷
公
男
氏
も
当
時
、
倭
国
王
は
天
神
の
子
孫
で
あ
る
と
す
る
観
念
が
成
立
し
て
い
た
と
す
る（

（3
（

。
と
す
れ
ば
、
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ

の
意
味
も
長
野
氏
や
山
尾
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
あ
ま
く
だ
ら
れ
た
お
か
た
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
推
古
朝
段
階
に
お
い
て

既
に
天
孫
降
臨
神
話
が
成
立
し
て
お
り（

（3
（

、
倭
王
は
そ
の
よ
う
な
王
権
神
話
を
背
景
と
し
て
自
身
を
天
の
子
と
す
る
思
想
を
形
成
し
て
い
た

と
言
え
よ
う
。
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し
か
し
、
そ
う
す
る
と
天
を
兄
と
す
る
倭
王
の
思
想
と
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
野
氏
は
推
古
朝
で

は
倭
王
と
天
の
関
係
に
つ
い
て
異
な
る
複
数
の
考
え
方
が
あ
っ
た
と
す
る
が（

（3
（

、
倭
王
の
支
配
の
正
統
性
に
関
わ
る
王
権
神
話
や
思
想
と
深

く
関
わ
る
天
の
思
想
に
異
な
る
も
の
が
複
数
あ
れ
ば
、
そ
の
正
統
性
を
保
証
す
る
力
が
弱
ま
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
推
古

朝
に
お
い
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
天
孫
降
臨
の
司
令
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
王
権
最
高
神
で
あ
り
、
皇
祖
神
で
も
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
で
上
記
の
矛
盾
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
天
を
創
造
し
た
が
、「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」

で
は
「
高
天
の
神
王
、
高
御
魂
」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
天
原
＝
天
に
居
て
、
天
を
主
宰
す
る
神
で
も
あ
る
。
天
の
子
の
思
想
は
天
孫
降
臨

神
話
を
背
景
に
し
て
、
倭
王
が
天
を
創
造
し
た
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
祖
先
神
と
し
た
思
想
で
あ
り
、
天
を
兄
と
す
る
の
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス

ヒ
神
が
創
造
し
た
天
を
中
心
に
考
え
た
思
想
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
王
権
最
高
神
、
皇
祖
神
と
考
え
た
な
ら
ば
、
両
者

は
矛
盾
な
く
解
釈
可
能
で
あ
る
。

次
に
文
帝
が
述
べ
た
「
義
理
無
し
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
文
帝
は
倭
国
の
使
者
の
発
言
の
何
に
つ
い
て
「
義
理
無
し
」

と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
倭
国
の
王
の
神
話
観
に
つ
い
て
指
す
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
神
話
は
改
め
ら
れ

た
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
河
上
麻
由
子
氏
は
「
中
国
は
各
国
の
信
仰
に
関
心
を
持
つ
が
、
そ
の
是
非
を
論
じ
て
使
者
を
訓
戒
す

る
こ
と
は
な
い
」、「
文
帝
は
、倭
国
に
天
と
日
―
倭
国
が
独
自
に
信
仰
す
る
神
々
―
の
信
仰
を
認
め
」
て
い
る
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、

文
帝
が
「
義
理
無
し
」
と
し
た
の
は
、「
天
兄
日
弟
」
と
い
う
よ
う
な
倭
国
の
神
話
観
で
は
な
く
、
夜
明
け
前
に
政
務
を
行
う
な
ど
倭
国

の
政
務
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
実
際
、【
史
料
七
】
で
皇
帝
は
所
司
に
命
じ
て
倭
国
の
風
俗
を
尋
ね
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
が
各
国

の
信
仰
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
以
下
の
記
述
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。

【
史
料
十
】『
日
本
書
紀
』「
白
雉
五
年
二
月
条（

（4
（

」

二
月
。
遣
二
大
唐
押
使
大
錦
上
高
向
史
玄
理
。
或
本
云
。
夏
五
月
。
遣
二
大

唐
一
押
使
大
華
下
高
玄
理
。

大
使
小
錦
下
河
辺
臣
麻
呂
。
副
使
大
山
下
薬
師
惠
日
。
判
官
大
乙
上
書

直
麻
呂
一
。宮
首
阿
彌
陀
。
或
本
云
。
判
官
小

山
下
書
直
麻
呂
。 

小
乙
上
崗
君
宜
。
置
始
連
大
伯
。
小
乙
下
中
臣
間
人
連
老
。
老
。
此
云

二
於
唹
一
。
田
辺
史
鳥
等
。
分
二
乗
二
船
一
。
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留
連
数
月
。
取
二
新
羅
道
一
泊
二
于
莱
州
一
。
遂
到
二
于
京
一
奉
観
二
天
子
一
。
於
レ
是
東
宮
監
門
郭
丈
挙
悉
問
二
日
本
国
之
地
里
及
国
初
之

神
名
一
。
皆
随
レ
問
而
答
。
押
使
高
向
玄
理
卒
二
於
大
唐
一
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
遣
唐
押
使
高
向
玄
理
ら
が
唐
の
天
子
に
謁
見
し
た
時
、
唐
の
天
子
か
ら
倭
国
の
地
理
と
国
の
初
め
の
神
が
何
か
問
わ

れ
、
玄
理
ら
は
そ
れ
に
答
え
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
隋
で
は
な
く
、
唐
の
例
で
あ
る
が
、
中
国
皇
帝
が
他
国
の
風
俗
や
神
話
に
つ
い
て
も

興
味
を
持
ち
記
録
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
否
定
し
改
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
に
お
い
て
文

帝
は
倭
国
の
政
務
の
在
り
方
を
問
題
視
し
た
の
で
あ
っ
て
、
天
兄
日
弟
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
倭
国
の
神
話
観
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い

と
言
え
よ
う
。

最
後
に
七
年
後
の
大
業
三
（
六
〇
七
）
年
の
遣
隋
使
の
国
書
に
見
ら
れ
る
「
天
子
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

【
史
料
十
一
】『
隋
書
』「
東
夷
伝
倭
国
条（

（4
（

」

大
業
三
年
、
其
王
多
利
思
比
弧
遣
使
朝
貢
。
使
者
曰
、
聞
海
西
菩
薩
天
子
思
重
興
仏
法
、
故
遣
朝
拝
、
兼
沙
門
数
十
人
来
学
仏
法
。

其
国
書
曰
、
日
出
処
天
子
致
書
日
没
処
天
子
無
恙
、
云
云
。
帝
覧
之
不
悦
、
謂
鴻
臚
卿
曰
、
蛮
夷
書
有
無
礼
者
、
勿
復
以
聞
。
明
年
、

上
遣
文
林
郎
裴
清
使
於
倭
国
。

こ
の
国
書
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
倭
王
は
自
ら
を
天
子
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
で
は
、
こ
こ
で
の
天
子
は
い
か
な
る
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
説
で
は
、
こ
の
天
子
は
中
華
思
想
の
基
づ
く
も
の
で
、
自
ら
を
隋
皇
帝
煬
帝
と
同
じ
天
子
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で

対
等
を
主
張
し
た
も
の
と
解
さ
れ
い
る（

（4
（

。
し
か
し
、
も
し
こ
の
天
子
を
中
華
思
想
に
基
づ
い
て
解
釈
す
れ
ば
、
天
子
が
世
界
に
二
人
存
在

す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
天
子
は
二
人
以
上
存
在
で
き
な
い
こ
と
が
原
則
の
中
華
思
想
と
根
本
的
に
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ

の
点
に
着
目
し
て
河
上
氏
は
国
書
に
お
け
る
天
子
は
正
法
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
天
子
と
い
う
仏
教
思
想
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
と
し
て

い
る（

（4
（

。
た
し
か
に
、
倭
国
の
使
者
は
煬
帝
を
海
西
の
菩
薩
天
子
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
対
応
し
て
い
る
が
、
も
し
仏
教
用
語
の
天
子
な
ら
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ば
複
数
存
在
し
て
も
問
題
な
い
の
で
、
こ
の
国
書
を
見
た
煬
帝
が
不
悦
と
な
っ
た
理
由
が
不
明
確
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
天
子
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
倭
王
を
天
孫
降
臨
神
話
を
背
景
と
す
る
天
の
子
と
す
る
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
大
津
透
氏
は
令
規
定
の
天
子
を
分
析
し
、
日
本
の
天
子
は
、
中
国
的
な
天
帝
・
天
命
に
関
わ
る
天
子

で
は
な
く
、
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
と
同
じ
意
味
の
「
天
つ
神
の
御
子
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
大
業
三
年
の
国
書

の
天
子
に
つ
い
て
は
、
三
木
太
郎
氏
が
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
の
概
念
と
関
係
し
、
そ
れ
の
漢
訳
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
こ
の

点
つ
い
て
は
森
氏（

（4
（

や
北
氏（

（4
（

も
中
華
思
想
の
天
子
で
は
な
く
、
ア
メ
タ
リ
シ
ヒ
コ
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
も
三
木
氏
・
森
氏
・

北
氏
の
指
摘
に
賛
同
す
る
。
と
い
う
の
は
、
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
の
と
こ
ろ
考
察
し
た
よ
う
に
、
倭
王
を
天
の
子
と
す
る
神
話
観
は
文

帝
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
以
降
も
特
に
改
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
文
帝
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ

た
の
は
政
務
の
あ
り
方
で
あ
る
）
と
す
れ
ば
、
大
業
三
年
の
遣
隋
使
に
お
い
て
も
そ
れ
ま
で
同
様
、
倭
王
は
天
孫
降
臨
神
話
を
背
景
と
す

る
天
の
子
と
い
う
思
想
に
基
づ
き
煬
帝
と
外
交
交
渉
に
臨
ん
だ
の
で
あ
り
、
国
書
の
天
子
は
そ
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
国
書
に
お
い
て
問
題
だ
っ
た
の
は
、
倭
王
は
中
華
思
想
の
天
子
と
は
関
係
な
く
、
自
国
の
伝
統
的
な
神
話
観
念
に
基
づ

い
て
天
子
と
称
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
国
書
に
お
い
て
文
字
化
す
る
、
要
す
る
に
漢
訳
す
る
際
に
天
子
と
表
現
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
れ
で
は
、
そ
の
意
図
は
と
も
か
く
、
表
現
上
は
倭
王
と
隋
皇
帝
が
同
等
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。
煬
帝
が
倭
の
国
書
に
不
悦
と

な
っ
た
の
は
、
国
書
に
お
い
て
天
の
子
を
漢
訳
す
る
際
の
表
現
上
の
不
備
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
開
皇
二
十
年
遣
隋

使
か
ら
大
業
三
年
遣
隋
使
に
か
け
て
、
倭
王
の
王
権
神
話
や
思
想
に
変
更
は
な
く
、
両
者
の
間
に
断
絶
は
な
い
。
む
し
ろ
連
続
し
て
い
る

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
章
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
顕
宗
天
皇
紀
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
天
地
を
創
造
し
、
日
・
月
の
租
で
あ
る

と
し
て
お
り
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
編
纂
以
前
の
古
い
王
権
神
話
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
神
話
体
系
は
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推
古
朝
に
お
け
る
遣
隋
使
に
見
ら
れ
る
倭
王
の
持
つ
神
話
観
と
対
応
し
て
い
る
。
推
古
朝
に
お
い
て
、
倭
王
は
天
孫
降
臨
神
話
を
背
景
と

す
る
天
の
子
で
あ
る
と
の
自
覚
が
あ
り
、
一
見
す
る
と
開
皇
二
十
年
の
天
兄
の
思
想
と
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が

こ
の
段
階
で
、
天
孫
降
臨
を
司
令
す
る
王
権
最
高
神
か
つ
皇
祖
神
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
矛
盾
な
く
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
神
話
観
は
改
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
持
ち
続
け
て
お
り
、
大
業
三
年
の
天
子
も
こ
の
延
長
上
に
あ
る
と
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
推
古
朝
段
階
で
は
既
に
、
王
権
最
高
神
か
つ
皇
祖
神
と
し
て
確
た
る
地
位
を
有
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
ム
ス
ヒ
の
神
に
つ
い
て

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
性
格
を
考
え
る
上
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
そ
の
名
義
で
あ
ろ
う
。
名
義
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
タ
カ
ミ
」
は
美

称
で
あ
る
の
で
、
中
心
は
「
ム
ス
ヒ
」
に
あ
り
、
こ
こ
が
焦
点
と
な
る
。
特
に
「
ヒ
」
に
つ
い
て
は
、
太
陽
と
考
え
る
説
も
あ
る
が（

（4
（

、
本

居
宣
長
が
「
字
は
皆
借
字
に
て
、産
巣
は
生
な
り
、其
は
男
子
女
子
、苔
の
牟
須
【
万
葉
に
草
武
佐
受
な
ど
も
あ
り
】
な
ど
云
ふ
牟
須
に
て
、

物
の
成
り
出
づ
る
を
云
ふ
。…
日
は
書
紀
に
産
霊
を
書
か
れ
た
る
、霊
の
字
よ
く
当
た
れ
り
、凡
そ
物
の
霊
異
な
る
を
比
と
云
…
産
霊
と
は
、

凡
て
物
を
生
成
す
る
こ
と
の
霊
異
な
る
神
霊
を
申
す
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（

（4
（

、
物
の
生
成
に
関
わ
る
霊
力
神
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
宣
長
が
「
ム
ス
ヒ
」
の
「
ム
ス
」
の
解
釈
に
つ
い
て
一
方
で
自
動
詞
、
他
方
で
他
動
詞
と
解
釈
し
て
お
り
、
一
定
し
て
い

な
い
。
そ
の
後
の
研
究
で
は
、
こ
の
「
ム
ス
」
は
「
物
の
成
り
出
づ
る
」
で
解
釈
す
べ
き
か
「
物
を
生
成
す
る
」
で
解
釈
す
る
べ
き
か
に

つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
で
は
水
林
彪
氏
が
、
そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
検
討
し
、
他
動
詞
と
し
て

解
釈
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
ま
た
。
水
林
氏
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
「〈
生
成
す
る
神
〉
と
い
う
よ
り
も
、〈
生
成
す
る
物
に
働
き
か
け
て
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生
成
を
成
就
さ
せ
る
神
〉
な
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。
結
論
的
に
は
筆
者
も
水
林
説
に
賛
同
す
る
が
、
そ
の
根
拠
を
提
示
す
る

た
め
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
ム
ス
ヒ
の
神
の
伝
承
を
逐
一
検
討
し
、ム
ス
ヒ
の
神
の
性
格
を
筆
者
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
い
。

【
史
料
十
二
】『
日
本
書
紀
』「
三
貴
子
誕
生
条
・
第
二
一
書（

（5
（

」

次
生
二
火
神
軻
遇
突
智
一
。
時
伊
弉
冊
尊
。
為
二
軻
遇
突
智
一
。
所
レ
焦
而
終
矣
。
其
且
レ
終
之
間
。
臥
生
二
土
神
埴
山
姫
及
水
神
罔
象
女
一
。

即
軻
遇
突
智
娶
二
埴
山
姫
一
。
生
二
稚
産
霊
一
。
此
神
頭
上
生
二
蚕
与
一
レ
桑
。
臍
中
生
二
五
穀
一
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ザ
ナ
ミ
神
は
カ
グ
ツ
チ
を
生
ん
だ
後
、
そ
の
た
め
に
焼
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
が
、
そ
の
死
ぬ
間
際
に
土
の
神
で

あ
る
ハ
ニ
ヤ
マ
ヒ
メ
神
と
水
の
神
で
あ
る
ミ
ツ
ハ
メ
神
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
、
カ
グ
ツ
チ
は
ハ
ニ
ヤ
マ
ヒ
メ
神
を
娶
り
ワ
ク
ム
ス
ヒ
神
を

生
む
が
、
こ
の
ワ
ク
ム
ス
ヒ
神
の
頭
の
上
に
蚕
と
桑
が
生
り
、
臍
の
中
に
五
穀
が
生
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
神
話
は
火
と
土
の
神
か
ら
生
成

の
神
が
生
ま
れ
た
と
い
う
点
を
重
視
し
、
焼
畑
農
耕
の
起
源
と
語
る
神
話
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
ワ
ク
ム
ス
ヒ
神
と

い
う
生
成
の
神
の
霊
威
に
よ
り
、
穀
物
な
ど
が
生
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
ム
ス
ヒ
の
神
は
何
か
を
生
成
す
る
神
で
あ

り
、「
ム
ス
」
は
他
動
詞
的
に
解
す
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
十
三
】『
日
本
書
紀
』「
三
貴
子
誕
生
条
文
・
第
三
一
書（

（5
（

」

一
書
曰
。
伊
弉
冊
尊
生
二
火
産
霊
一
時
。
為
レ
子
所
焦
而
神
退
矣
。
亦
云
二
神
避
一
矣
。
其
且
二
神
退
一
之
時
。
則
生
二
水
神
罔
象
女
及
土

神
埴
山
姫
一
。
又
生
二
天
吉
葛
一
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
神
が
ホ
ム
ス
ヒ
神
を
生
ん
だ
こ
と
で
死
ん
で
し
ま
う
が
、
そ
の
イ
ザ
ナ
ミ
神
は
死
ぬ
間
際
に

水
の
神
・
土
の
神
・
天
吉
葛
（
良
い
蔓
草
）
と
い
う
植
物
を
生
成
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
ホ
ム
ス
ヒ
神
と
い
う
ム
ス
ヒ
の
神
が
登
場
す

る
が
、
こ
の
神
は
自
ら
が
何
か
を
生
成
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ザ
ナ
ミ
神
に
ム
ス
ヒ
と
い
う
生
成
の
霊
威
を
付
与
す
る
こ
と
で
イ
ザ
ナ
ミ

神
か
ら
水
・
土
・
植
物
を
生
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
ム
ス
ヒ
の
神
は
何
か
を
生
成
す
る
こ
と
に
関
与
す
る
神
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
ム
ス
ヒ
の
神
自
身
が
何
か
を
生
成
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
神
に
ム
ス
ヒ
と
い
う
霊
威
を
付
与
し
て
そ
こ
か
ら
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何
か
を
生
成
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
、
他
の
ム
ス
ヒ
の
神
に
も
見
ら
れ
る
性
格
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、『
古
事
記
』
の
次
の
記
事
が
参
考
と
な
る
。

【
史
料
十
四
】『
古
事
記
』「
オ
ノ
コ
ロ
嶋
段（

（5
（

」

於
レ
是
天
神
諸
命
以
。
詔
四
伊
邪
那
岐
命
。
伊
邪
那
美
命
。
二
柱
神
。
修
二
理
固
三
成
是
多
陀
用
弊
流
之
国
一
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
神
諸
が
イ
ザ
ナ
キ
神
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
二
神
に
命
じ
て
混
沌
状
態
の
国
土
を
「
修
理
固
成
」
状
態
（
秩
序
あ
る
状
態
）

と
な
る
よ
う
命
じ
た
と
あ
る
。
天
神
諸
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
西
郷
信
綱
氏
は
こ
れ
ら
の
神
々
の
首
座
を
占
め
る
の
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
つ
ま
り
、
天
神
諸
の
命
を
も
っ
て
、
修
理
固
成
を
イ
ザ
ナ
キ
神
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
が
行
う
こ
と
は
、
タ
カ
ミ
ム

ス
ヒ
神
が
中
心
と
な
り
、
イ
ザ
ナ
キ
神
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
に
修
理
固
成
を
行
え
る
よ
う
一
定
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
地
上
世
界
を
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
生
成
で
き
る
よ
う
イ
ザ
ナ
キ
神
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
ム
ス
ヒ
の
霊
威
の
発
動
を
意
味
す
る
と
も
言
え
る
。
す
な
わ
ち
ム
ス
ヒ
神
の
性
質
は
彼
ら
自
身
が
何
か
を
生
成
す
る
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
、
何
か
を
生
成
す
る
神
に
一
定
の
働
き
か
を
行
う
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
生
成
を
行
う
た
め
に
霊
威
を
付
与
す
る
こ
と
に

あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
他
の
ム
ス
ヒ
の
神
の
伝
承
か
ら
同
様
の
性
質
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、『
古
事
記
』
に
見
え
る
オ
オ

ナ
ム
チ
神
と
ヤ
ソ
ガ
ミ
の
対
立
に
お
け
る
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
役
割
で
あ
る
。
こ
の
神
話
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
オ
オ
ナ
ム
チ
神

は
兄
神
た
ち
で
あ
る
ヤ
ソ
ガ
ミ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。
こ
れ
を
悲
し
ん
だ
オ
オ
ナ
ム
チ
神
の
御
租
の
神
は
天
に
上
り
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神

に
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。
す
る
と
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
サ
キ
ガ
イ
ヒ
メ
と
ウ
ム
ガ
イ
ヒ
メ
を
派
遣
し
、
オ
オ
ナ
ム
チ
神
の
蘇
生
に
関
与

す
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
オ
オ
ナ
ム
チ
神
に
蘇
生
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
再
生
と
い
う
形
で
生
成
の
霊
威
を
発
現
し
て

お
り
、
ム
ス
ヒ
の
神
の
性
格
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
。
但
し
、
注
意
す
べ
き
は
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
自
身
が
オ
オ
ナ
ム
チ
神
を
蘇
生
す
る

の
で
は
な
く
、
ウ
ム
ガ
イ
ヒ
メ・サ
キ
ガ
イ
ヒ
メ
を
派
遣
し
、
彼
女
ら
が
実
際
に
オ
オ
ナ
ム
チ
神
を
蘇
生
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
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カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
ウ
ム
ガ
イ
ヒ
メ
・
サ
キ
ガ
イ
ヒ
メ
に
ム
ス
ヒ
と
い
う
生
成
の
霊
威
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
彼
女
ら
の
霊
威
が
発
現
し
オ

オ
ナ
ム
チ
は
再
生
＝
命
の
生
成
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
ム
ス
ヒ
の
神
は
生
成
を
行
う
た
め
に
霊
威
を
付
与
す
る
神
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

次
に
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
の
国
作
り
神
話
に
着
目
し
た
い
。
こ
の
神
話
で
は
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
は
国
作
り
を
一
人
で
完
遂
す
る
こ
と
は

し
な
い
。
た
と
え
ば
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
と
と
も
に
国
作
り
を
行
う
。
つ
ま
り
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
は
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
の
霊
威
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
作
り
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
と
い
う
神
の
性
格
で
あ
る
が
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ

神
は
国
作
り
の
途
中
で
常
世
国
に
渡
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
常
世
の
神
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
は
常
世

国
と
い
う
他
界
の
神
の
霊
威
を
借
り
な
が
ら
国
作
り
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
国
作
り
の
対
象
で
あ
る
葦
原
中
国
と
他
界
と
の

関
係
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、今
重
視
す
べ
き
は
、ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
が
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
御
子
神
と
さ
れ
て
い
る（『
日

本
書
紀
』
で
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
御
子
神
）
点
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
段
で
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
オ
オ
ナ
ム
チ
神
と
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
に

葦
原
中
国
を
作
り
固
め
よ
、
と
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ザ
ナ
キ
神
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
に
天
津
諸
が
命
じ
た
修
理
固
成
の
命
令
と
対
応
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
国
作
り
と
い
う
葦
原
中
国
の
生
成
に
も
関
与
し
て
お
り
、
こ
こ
に
ム
ス
ヒ
の
神
と
し
て
の
性
格

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
自
ら
が
何
か
を
生
成
す
る
、
つ
ま
り
自
分
自

身
が
国
作
り
を
行
う
の
で
は
な
く
、
実
際
に
国
作
り
を
行
う
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
神
と
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
神
に
国
作
り
を
命
じ
る
こ
と
で
、
両
神

に
ム
ス
ヒ
の
神
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
生
成
の
霊
威
を
付
与
す
る
形
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
よ
う
に
、
ム
ス
ヒ
の
神
と
は
、
何
か
を
生
成
す
る
神
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
何
か
を
生
成
す
る
神
に
対
し
て
ム
ス
ヒ
と
い
う
霊
威
を
付
与
す
る
性
格
を
有
す
る
神
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
何
の
生
成
に
関
与
す
る
神
な
の
か
。
次
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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第
二
節
　
新
嘗
の
神
と
し
て
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
性
格
に
つ
い
て
結
論
的
に
は
、
田
や
稲
の
生
成
に
関
わ
る
神
で
あ
り
、
祭
祀
の
観
点
か
ら
言
え
ば
新
嘗
の
祭
儀
に

関
わ
る
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
十
五
】『
日
本
書
紀
』「
国
譲
り
神
話
条
・
第
二
一
書（

（5
（

」

時
高
皇
産
霊
尊
乃
還
二
遣
二
神
一
。勅
二
大
己
貴
神
一
曰
。今
者
聞
二
汝
所
言
一
深
有
二
其
理
一
。故
更
條
條
而
勅
之
。夫
汝
所
治
顕
露
之
事
。

宜
二
是
吾
孫
治
一
之
。
汝
則
可
三
以
治
二
神
事
一
。
又
汝
応
レ
住
二
天
日
隅
宮
一
者
。
今
当
供
造
。
即
以
二
千
尋
栲
繩
一
。
結
為
二
百
八
十
紐
一
。

其
造
レ
宮
之
制
者
。
柱
則
高
太
。
板
則
廣
厚
。
又
將
田
供
佃
。
又
為
二
汝
往
來
遊
レ
海
之
具
一
。
高
橋
浮
橋
及
天
鳥
船
亦
將
供
造
。
又

於
二
天
安
河
一
亦
造
二
打
橋
一
。
又
供
二
造
百
八
十
縫
之
白
楯
一
。
又
当
二
主
汝
祭
祀
一
者
天
穗
日
命
是
也
。

こ
の
記
事
は
国
譲
り
神
話
に
お
い
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
オ
オ
ナ
ム
チ
神
に
下
し
た
勅
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
現
世
の
政
治
は
皇
孫

が
治
め
る
が
、
幽
界
の
神
事
は
オ
オ
ナ
ム
チ
神
が
司
る
こ
と
、
天
日
隅
宮
と
い
う
オ
オ
ナ
ム
チ
神
の
神
殿
を
造
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、「
又
将
に
田
を
供
佃
ら
む
と
す
」
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
タ
カ
ミ

ム
ス
ヒ
神
は
国
譲
り
に
際
し
、
オ
オ
ナ
ム
チ
神
に
御
料
田
を
提
供
す
る
と
勅
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
田
の
強
い
関
係

を
示
す
。
特
に
、「
佃
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
自
身
が
田
を
生
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
タ
カ
ミ

ム
ス
神
の
ム
ス
ヒ
の
神
と
し
て
の
霊
威
の
発
動
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
オ
オ
ナ
ム
チ
神
に
娘
で
あ
る
ミ
ホ
ツ

ヒ
メ
と
い
う
穀
霊
の
神
を
妻
と
し
て
与
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
田
・
穀
霊
の
関
係
の
強
さ
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
神
武
紀
の
次
の
記
述
か
ら
も
読
み
取
れ
よ
う
。

【
史
料
十
六
】『
日
本
書
紀
』「
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
九
月
条
・
十
月
条（

（5
（

」

時
勅
二
道
臣
命
一
。今
以
二
高
皇
産
霊
尊
一
。朕
親
作
二
顕
斎
一
。用
レ
汝
為
二
斎
主
一
。授
以
二
厳
媛
之
号
一
。而
名
其
所
レ
置
埴
瓮
為
二
厳
瓮
一
。
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又
火
名
為
二
厳
香
來
雷
一
。
水
名
為
二
厳
罔
象
女
一
。
粮
名
為
二
稻
魂
女
一
。
薪
名
為
二
厳
山
雷
一
。
草
名
為
二
厳
野
椎
一
。

冬
十
月
癸
巳
朔
。
天
皇
嘗
二
其
厳
瓮
之
粮
一
。
勒
レ
兵
而
出
。
先
撃
二
八
十
梟
帥
於
國
見
丘
一
破
斬
之
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
神
武
天
皇
が
ヤ
ソ
タ
ケ
ル
を
討
伐
す
る
際
に
、
神
武
天
皇
自
ら
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
を
顕
斎
（
＝
神
武
天
皇
自
ら
が
タ

カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
依
り
代
と
な
っ
て
祭
祀
を
す
る
こ
と
）
を
行
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
肥
後
和
男
氏
は
、
新
嘗
の
祭
儀
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
伝
承
で
は
、
イ
ツ
ノ
ウ
カ
ノ
メ
＝
穀
物
神
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
神
武
天
皇
は
厳
瓮
の
神
饌
を
召
し
上
が

り
、
戦
を
再
開
し
た
。
素
朴
な
が
ら
新
嘗
の
祭
儀
を
神
武
天
皇
は
実
修
し
て
お
り
、
そ
の
祭
り
に
お
い
て
神
武
天
皇
自
ら
が
タ
カ
ミ
ム
ス

ヒ
神
の
依
り
代
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。つ
ま
り
こ
の
伝
承
か
ら
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
新
嘗
の
祭
儀
に
関
わ
る
神
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
田
の
生
成
に
関
わ
り
、
ま
た
稲
の
生
成
に
も
関
わ
る
神
で
あ
り
、
ま
た
新
嘗
の
祭
儀
の
神

で
も
あ
っ
た
。
天
孫
降
臨
神
話
は
天
上
世
界
の
最
高
神
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
と
い
う
稲
穂
、
穀
霊
の
神
を
地
上
世
界
の
王
と
し
て
天
降
ら
せ

る
神
話
で
あ
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
ム
ス
ヒ
の
神
と
し
て
穀
霊
に
対
し
て
生
成
の
霊
威
を
付
与
し
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
と
い
う
穀
霊
神

の
霊
威
を
発
現
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
ま
さ
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
天
上
世
界
の
最
高
神
、
さ
ら
に
は
皇

祖
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
皇
祖
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
成
立
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
古
代
日
本
の
農
本
主
義

　
古
代
の
日
本
は
弥
生
時
代
以
来
、
稲
作
農
耕
を
基
盤
と
す
る
社
会
で
あ
り
、
祭
祀
の
観
点
か
ら
は
稲
魂
信
仰
を
有
す
る
社
会
で
あ
る
こ

と
が
、
菊
地
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
中
に
も
古
代
国
家
が
稲
作
農
耕
を
重
視
し

た
国
家
で
あ
る
こ
と
を
示
す
伝
承
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
崇
神
天
皇
紀
の
以
下
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
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【
史
料
十
七
】『
日
本
書
紀
』「
崇
神
天
皇
六
十
二
年
七
月
丙
辰
条（

（5
（

」

六
十
二
年
秋
七
月
乙
卯
朔
丙
辰
。
詔
曰
。
農
天
下
之
大
本
也
。
民
所
二
恃
以
生
一
也
。
今
河
内
狹
山
埴
田
水
少
。
是
以
。
其
国
百
姓

怠
二
於
農
事
一
。
其
多
開
二
池
溝
一
。
以
寛
二
民
業
一
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
崇
神
天
皇
は
、
農
業
は
天
下
の
基
本
で
あ
り
、
民
が
生
き
て
い
く
拠
り
所
で
あ
る
が
、
今
、
河
内
国
の
狭
山
の
埴
田

が
水
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
国
の
百
姓
が
農
事
を
怠
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
池
・
溝
の
開
発
を
行
い
、
民
の
生
業
を
広
め
よ
と
詔
し
た
、
と

あ
る
。
重
要
な
点
は
最
初
の「
農
業
が
天
下
の
基
本
で
民
が
生
き
て
い
く
拠
り
所
で
あ
る
」と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

吉
村
氏
は
古
代
の
日
本
列
島
は
、「
農
本
主
義
、
つ
ま
り
農
業
、
な
か
で
も
水
稲
農
耕
を
基
本
と
す
る
社
会
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（6
（

。

崇
神
紀
の
こ
の
記
述
は
、『
漢
書
』
に
よ
る
潤
色
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、古
代
王
権
が
あ
る
種
の
農
本
主
義
を
有
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、『
漢

書
』
の
こ
の
部
分
を
基
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
古
代
王
権
は
弥
生
時
代
以
来
、
稲
作
農
耕
が
基
本
（
宗
教
的
に
は
穀
霊
・
稲
魂

の
信
仰
を
有
す
る
）
の
社
会
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
た
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
代
日
本
の
農
本
主
義
に
つ
い
て
は
、
垂
仁

天
皇
紀
に
も
見
ら
れ
る
。

【
史
料
十
八
】『
日
本
書
紀
』「
垂
仁
天
皇
三
十
五
年
是
歳
条（

（6
（

」

是
歳
。
令
二
諸
国
一
多
開
二
池
溝
一
数
八
百
之
。
以
レ
農
為
レ
事
。
因
レ
是
百
姓
富
寛
天
下
大
平
也
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
農
事
を
行
う
た
め
、
諸
国
に
池
・
溝
の
開
発
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
百
姓
は
富
み
、
天
下
は
太
平
と
な
っ
た
と
あ

る
。
こ
の
記
事
か
ら
も
前
述
の
崇
神
紀
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
農
業
が
天
下
太
平
の
基
本
で
あ
る
と
い
う
農
本
主
義
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

記
事
は
漢
籍
の
よ
る
潤
色
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
古
代
王
権
に
お
い
て
農
本
主
義
的
な
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
田
や
稲
の
生
成
を
行
う
ム
ス
ヒ
の
神
で
あ
り
、
稲
作
農
耕
と
関
係
の
深
い
、
特
に
新
嘗
の
祭
儀
に
関
わ
る
神
で
あ

る
が
、
こ
の
神
が
王
権
最
高
神
、
皇
祖
神
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
ゆ
え
に
古
代
王
権
の
農
本
主
義
を
思
想
的
に
補
完
す

る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
二
節
　
皇
祖
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
屯
田
の
成
立
伝
承

先
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
性
格
を
分
析
す
る
た
め
に
検
討
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
顕
宗
天
皇
紀
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ

神
や
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
子
孫
で
あ
る
月
神
に
献
上
さ
れ
た
歌
荒
樔
田
・
磐
余
田
は
屯
田
で
あ
る
こ
と
を
菊
地
氏
は
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。
こ

の
指
摘
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
皇
祖
神
と
さ
れ
た
要
因
を
考
え
る
上
に
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
屯
田
と
は
い
か
な
る
田

で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
十
九
】「
養
老
田
令
・
置
官
田
条（

（6
（

」

凡
畿
内
置
二
官
田
一
。
大
和
。
摂
津
各
三
十
町
。
河
内
。
山
背
各
二
十
町
。
毎
二
二
町
一
配
二
牛
一
頭
一
。

其
牛
令
三
一
戸
養
二
一
頭
一
。〈
謂
。
中
々
以
上
戸
〉

こ
の
条
文
に
よ
る
と
、
畿
内
（
大
和
・
摂
津
・
河
内
・
山
背
）
に
官
田
を
設
置
す
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
官
田

と
は
い
か
な
る
田
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
令
集
解
』
に
見
え
る
明
法
家
の
説
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

【
史
料
二
十
】『
令
集
解
』「
置
官
田
条
・
古
記（

（6
（

」

古
記
云
。
畿
内
置
二
屯
田
一
。
不
輸
祖
。
屯
田
謂
御
田
供
御
造
食
田
耳
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
官
田
は
大
宝
令
で
は
、「
屯
田
」
で
あ
り
、
不
輸
祖
田
で
あ
る
。
ま
た
、「
御
田
」
と
も
言
い
、
天
皇
の
食
事
の
た
め

に
供
さ
れ
る
田
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
屯
田
は
天
皇
の
田
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
に
屯

田
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
な
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
二
十
一
】『
日
本
書
紀
』「
仁
徳
天
皇
即
位
前
紀（

（6
（

」

時
額
田
大
中
彦
皇
子
。
将
レ
掌
二
倭
屯
田
及
屯
倉
一
。
而
謂
二
其
屯
田
司
出
雲
臣
之
祖
淤
宇
宿
禰
一
曰
。
是
屯
田
者
。
自
レ
本
山
守
地
。

是
以
今
吾
レ
將
治
矣
。
爾
之
不
レ
可
レ
掌
。
時
淤
宇
宿
禰
啓
二
于
皇
太
子
一
。
皇
太
子
謂
之
曰
。
汝
便
啓
二
大
鷦
鷯
尊
一
。
於
是
淤
宇
宿
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禰
啓
大
鷦
鷯
尊
曰
。
臣
所
任
屯
田
者
大
中
彦
皇
子
距
不
レ
令
レ
治
。
大
鷦
鷯
尊
問
二
倭
直
祖
麻
呂
一
曰
。
倭
屯
田
者
元
謂
二
山
守
地
一
。

是
如
何
。
対
言
。
臣
之
不
レ
知
。
唯
臣
弟
吾
子
篭
知
也
。
適
二
是
時
一
。
吾
子
篭
遣
二
於
韓
国
一
。
而
未
レ
還
。
爰
大
鷦
鷯
尊
謂
二
淤
宇
一

曰
。
爾
躬
往
於
二
韓
国
一
。
以
喚
二
吾
子
篭
一
。
其
兼
二
日
夜
一
而
急
徃
。
乃
差
二
淡
路
之
海
人
八
十
一
。
為
二
水
手
一
。
爰
淤
宇
往
二
于
韓

国
一
。
即
率
二
吾
子
篭
一
而
來
之
。
因
問
二
倭
屯
田
一
。
対
言
。
伝
聞
之
。
於
二
纒
向
玉
城
宮
御
宇
天
皇
之
世
一
。
科
二
太
子
大
足
彦
尊
一

定
二
倭
屯
田
一
也
。
是
時
勅
旨
。
凡
倭
屯
田
者
。
毎
御
宇
帝
皇
之
屯
田
也
。
其
雖
二
帝
皇
之
子
一
。
非
二
御
宇
一
者
不
レ
得
レ
掌
矣
。
是
謂

二
山
守
地
一
非
之
也
。
時
大
鷦
鷯
尊
遣
二
吾
子
篭
於
額
田
大
中
彦
皇
子
一
而
令
レ
知
レ
状
。
大
中
彦
皇
子
更
無
二
如
何
一
焉
。
乃
知
二
其
惡
一
。

而
赦
之
勿
レ
罪
。

少
し
長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
倭
の
屯
田
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
垂
仁
天
皇
の
時
に
、
倭
の
屯
田
を
定

め
た
が
そ
の
時
の
勅
旨
で
、「
凡
そ
倭
の
屯
田
は
、
毎
に
御
宇
帝
皇
の
屯
田
な
り
。
其
れ
、
帝
皇
の
子
と
雖
も
、
御
宇
に
非
ず
ば
、
掌
る

こ
と
得
じ
」
と
さ
れ
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
倭
屯
田
は
常
に
天
下
を
治
ら
す
天
皇
の
屯
田
で
あ
り
、
た
と
え
天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
て
も
、

天
下
を
治
ら
す
者
で
な
け
れ
ば
、
管
掌
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
倭
屯
田
は
皇
位
そ
の
も
の
に
付
属

す
る
特
殊
な
田
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
田
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
理
由
は
な
に
か
。

『
日
本
書
紀
』「
神
代
上
・
三
貴
子
誕
生
条
・
第
十
一
一
書
」
に
よ
れ
ば
、
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
が
稲
種
を
天
狭
田
・
長
田
に
植
え

る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
ま
た
、『
日
本
書
紀
』「
神
代
上
・
素
戔
嗚
尊
追
放
条
・
本
文
」
に
よ
れ
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
が
天
狭
田
・
長

田
を
御
田
と
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
御
田
＝
屯
田
と
は
皇
祖
神
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
田
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
皇
位
そ
の

も
の
に
付
属
す
る
田
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
屯
田
は
新
嘗
の
祭
儀
と
も
深
い
関
係
の
あ
る
田
で
あ
る
。『
延
喜
宮
内
式
』「
新
嘗
官
田
稲
条
」
に
よ
れ
ば
、
新
嘗
祭
に
お
い
て
、

官
田
＝
屯
田
か
ら
収
穫
さ
れ
た
稲・粟
が
使
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
王
権
の
行
う
新
嘗
の
祭
儀
に
つ
い
て
菊
地
氏
は
、

一
般
的
な
農
耕
儀
礼
に
お
け
る
新
嘗
は
穀
霊
の
再
生
が
目
的
で
あ
る
が
、
王
権
の
祭
儀
に
お
け
る
新
嘗
は
王
の
霊
威
の
更
新
を
目
的
と
す
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る
、
と
述
べ
て
い
る（

（6
（

。
で
は
、
な
ぜ
天
皇
が
新
嘗
の
祭
儀
を
行
え
ば
そ
の
霊
威
の
更
新
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
、
天
皇
は
穀
霊
的
王
者

で
あ
る
と
い
う
宗
教
的
特
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
天
孫
降
臨
神
話
か
ら
初
代
の
天
皇
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
の
誕
生
ま
で
の
神
話
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

は
、
天
孫
降
臨
神
話
か
ら
神
武
天
皇
誕
生
ま
で
の
神
話
は
、
穀
霊
的
王
者
の
物
語
と
し
て
一
連
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る（

（6
（

。
天
孫
降
臨
神
話

と
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
い
う
田
や
稲
の
生
成
に
関
わ
る
霊
力
を
有
す
る
神
の
命
令
に
よ
っ
て
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
と
い
う
穀
霊
神
が
地

上
世
界
の
高
千
穂
峰
＝
強
力
な
穀
霊
を
有
す
る
峰
に
天
降
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
孫
降
臨
以
後
の
神
話
の
展
開
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
は
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
と
い
う
山
の
神
の
娘
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
結
婚
し
、
ホ
デ
リ
尊
・
ホ
ス
セ
リ
尊
・
ホ

オ
リ
尊
（
別
名
ア
マ
ツ
ヒ
コ
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
・
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
）
を
生
む
。
ホ
オ
リ
が
ワ
タ
ツ
ミ
と
い
う
海
の
神
の
娘
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
と

結
婚
し
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
尊
を
生
む
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
尊
は
姨
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
結
婚
し
、
初
代
の
天
皇
と
さ
れ
る
神
武
天
皇

＝
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
を
生
む
。
系
図
に
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

以
上
の
点
か
ら
、ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
尊
以
下
、ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
神
以
外
、神
武
天
皇
を
含
め
て
、全
て
そ
の
名
に「
穂
」を
有
す
る
。つ
ま
り
、

穀
霊
と
し
て
観
想
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
穀
霊
的
王
者
が
山
の
神
や
海
の
神
の
娘
と
結
婚
す
る
の
は
、
菊
地
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
穀
霊
的
王

者
が
、
地
霊
と
水
霊
の
霊
威
を
取
り
込
み
、
穀
霊
の
霊
威
を
発
現
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。
神
武
天
皇
は
穀
霊
的
王

者
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
天
皇
の
宗
教
的
性
格
の
一
端
を
示
さ
れ
て
い
る
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
そ
の
穀
霊
的
王
者
に
ム
ス
ヒ
の
神
と
し
て

の
霊
威
を
付
与
し
て
い
る
。
つ
ま
り
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
以
上
の
よ
う
な
宗
教
観
を
神
話
の
中
で
保
障
す
る
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
が
王
権
最
高
神
か
つ
皇
祖
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
背
景
は
次
の
よ
う

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

古
代
王
権
に
は
倭
屯
田
の
よ
う
に
、
皇
位
に
直
属
す
る
田
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
王
権
最
高
神
、
皇
祖
神
が
設
定
し
た
田
で
あ
っ
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た
。
ま
た
、
そ
の
屯
田
は
王
権
の
新
嘗
祭
に
お
け
る
稲
や
粟
を
供
す
る
田
で
あ
っ
た
が
、
王
権
の
新
嘗
祭
と
は
、
王
の
霊
威
を
更
新
す
る

と
い
う
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
天
皇
が
穀
霊
的
王
者
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
有
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
タ
カ

ミ
ム
ス
ヒ
神
は
穀
霊
の
発
現
を
起
こ
す
新
嘗
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
た
め
、
上
記
の
よ
う
な
天
皇
の
宗
教
的
性
格
を
神
話
上
保
証

す
る
上
で
、
相
応
し
い
神
で
あ
っ
た
た
め
、
王
権
最
高
神
、
皇
祖
神
＝
天
孫
降
臨
神
話
の
司
令
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

【系図1】タカミムスヒ・アマテラスから神武天皇までの系譜

ヨ
ロ
ズ
ハ
タ
ヒ
メ

ホ
ヲ
リ

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

ホ
ノ
ニ
ニ
ギ

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ

タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ

神
武
天
皇

ワ
タ
ツ
ミ

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ

ア
マ
テ
ラ
ス

オ
シ
ホ
ミ
ミ

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
古
代
王
権
に
お
い
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
と
は
い
か
な
る
神
か
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま

と
め
て
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
重
要
な
こ
と
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
古
代
王
権
の
最
高
神
、
皇
祖
神
で
あ
り
、
そ
れ
は

ア
マ
テ
ラ
ス
神
よ
り
も
古
い
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
天
孫
降
臨
神
話
の
、
特
に
そ
の
司
令
神
の
分
析
か
ら
指

摘
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
『
日
本
書
紀
』
の
顕
宗
天
皇
紀
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
伝
承
と
推
古
朝
に
お
け
る
遣
隋
使
記
事
と
の
関
係
か

ら
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
古
代
王
権
に
と
っ
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
は
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
よ
り
も
古
い
最
高
神
、
皇
祖
神
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
王
権
最
高
神
は
本
来
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
あ
る
時
期
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
に
転
換

さ
れ
た
の
で
あ
る（

（6
（

。

ま
た
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
性
格
に
つ
い
て
は
田
や
稲
の
生
成
に
関
わ
る
神
で
あ
り
、
穀
霊
に
霊
威
を
付
与
す
る
神
で
あ
っ
た
。
古
代

祭
祀
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』「
神
武
天
皇
即
位
前
紀
」
の
記
事
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
新
嘗
の
祭
儀
に
関
与
す
る
神
で
あ

る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
性
格
が
こ
の
神
を
王
権
最
高
神
、
皇
祖
神
に

さ
せ
た
宗
教
的
・
思
想
的
背
景
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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注

（
１
）
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究　
上
』（『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
五
六
〇
頁
～
五
九
五
頁
。

（
２
）『
日
本
書
紀
』（
新
訂
増
補
國
史
大
系
〈
普
及
版
〉、
前
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）
六
四
頁
。

（
３
）
三
品
彰
英
「
天
孫
降
臨
神
話
異
伝
考
」（『
建
国
神
話
の
諸
問
題
』
所
収
、平
凡
社
、一
九
七
一
年
、初
出
一
九
四
三
年
）、「
記
紀
の
神
話
体
系
」（『
日
本
神
話
論
』

所
収
、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）。

（
４
）
た
と
え
ば
、松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究　
第
三
巻
』（
培
風
館
、一
九
五
五
年
）、上
田
正
昭
『
日
本
神
話
論
』（
角
川
書
店
、一
九
九
四
年
）、溝
口
睦
子
『
王

権
神
話
の
二
元
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。
ま
た
、
拙
稿
「
天
孫
降
臨
神
話
の
司
令
神
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
研
究
』
二
四
号
、

二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
の
先
行
研
究
整
理
と
私
見
を
論
じ
た
。

（
５
）
前
掲
注
（
３
）
三
品
「
天
孫
降
臨
神
話
異
伝
考
」。

（
６
）
松
前
健
「
大
嘗
祭
と
記
紀
神
話
」（『
古
代
伝
承
と
宮
廷
祭
祀
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
）。

（
７
）
神
田
典
城
「
高
木
神
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
」（『
記
紀
風
土
記
論
考
』
所
収
、
新
典
社
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）。

（
８
）
菊
地
照
夫
『
古
代
王
権
の
宗
教
的
世
界
観
と
出
雲
』（
同
成
社
、
二
〇
一
六
年
）。

（
９
）
岡
田
精
司
「
古
代
王
権
と
太
陽
神
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。

（
10
）
西
宮
一
民
『
古
事
記
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
一
九
七
九
年
）
三
二
一
頁
。

（
11
）
広
畑
輔
雄
「
皇
祖
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
成
立
」（『
記
紀
神
話
の
研
究
―
そ
の
成
立
に
お
け
る
中
国
思
想
の
役
割
―
』
所
収
、一
九
七
七
年
、初
出
一
九
七
三
年
）。

（
12
）
中
村
啓
信
「「
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
神
格
」（『
古
事
記
の
本
性
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）。

（
13
）
岡
正
雄
「
日
本
民
族
文
化
の
形
成
」（『
異
人
そ
の
他
』
所
収
、
言
叢
社
、
一
九
七
九
年
）。

（
14
）
松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究　
第
三
巻
』（
培
風
館
、
一
九
五
五
年
）
五
〇
九
頁
～
五
一
七
頁
。

（
15
）
大
林
太
良
『
日
本
神
話
の
起
源
』（
角
川
選
書
、
一
九
七
三
年
）
四
九
頁
。

（
16
）
前
掲
注
（
４
）
溝
口
睦
子
『
王
権
神
話
の
二
元
構
造
』、
一
八
一
頁
～
二
〇
〇
頁
。

（
17
）
前
掲
注
（
２
）
四
〇
九
頁
。

（
18
）
前
掲
注
（
２
）
四
一
〇
頁
。

（
19
）『
古
事
記
』（
新
訂
増
補
國
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
一
頁
。
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（
20
）
前
掲
注
（
19
）
五
頁
。

（
21
）
前
掲
注
（
２
）
一
頁
。

（
22
）『
古
事
記
』
序
文
と
『
日
本
書
紀
』
の
天
地
開
闢
神
話
は
、中
国
の
典
籍
に
よ
る
潤
色
に
基
づ
く
こ
と
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、（
近
年
の
研
究
で
は
、

瀬
間
正
之
『
記
紀
の
表
記
と
文
字
表
現
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
）
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
の
伝
承
に
見
ら
れ
る
天
地
創
造
神
話
と
は
全
く
異
な

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
23
）
寺
川
眞
知
夫
「
高
御
産
巣
日
神・天
照
大
御
神・伊
勢
神
宮
―
皇
祖
神
の
変
化
―
」（『
古
事
記
神
話
の
研
究
』
所
収
、塙
書
房
、二
〇
〇
九
年
、初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
24
）『
隋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
一
八
二
六
頁
。

（
25
）
栗
原
朋
信
「
日
本
か
ら
隋
へ
贈
っ
た
国
書
―
特
に
「
日
出
処
天
子
致
書
日
没
処
天
子
」
の
句
に
つ
い
て
ー
」（『
日
本
歴
史
』
二
〇
三
号
、
一
九
六
五
年
）。

（
26
）
吉
村
武
彦
『
古
代
天
皇
の
誕
生
』（
角
川
選
書
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
四
頁
。

（
27
）
井
上
光
貞
「
隋
書
倭
国
伝
に
み
え
る
天
と
日
の
関
係
」（『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
所
収
、
一
九
八
二
年
。
初
出
一
九
七
一
年
）。

（
28
）
前
掲
注
（
26
）
一
〇
四
頁
。

（
29
）
長
野
正
「
天
照
大
神
の
神
格
」（『
日
本
古
代
王
権
と
神
話
伝
承
の
研
究
』
所
収
、
講
談
社
、
一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
五
〇
年
）。

（
30
）
山
尾
幸
久
「
古
代
天
皇
制
の
成
立
」（
後
藤
靖
編
『
天
皇
制
と
民
衆
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）。

（
31
）『
通
典
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
四
九
九
五
頁
。

（
32
）『
翰
苑
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）
五
一
頁
。

（
33
）
通
説
は
①
オ
オ
キ
ミ
説
で
あ
る
が
、
②
ア
メ
キ
ミ
説
は
大
野
晋
氏
の
、
③
ア
マ
キ
ミ
説
は
北
康
宏
氏
の
説
で
あ
る
。
こ
の
点
の
研
究
史
整
理
と
し
て
中
野

高
行
「
天
皇
号
成
立
と
中
国
・
朝
鮮
の
祭
天
思
想
」（『
古
代
国
家
成
立
と
国
際
的
契
機
』
所
収
、
同
成
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
34
）
森
公
章
「
天
皇
号
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ー
君
主
号
と
外
交
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ー
」（『
古
代
日
本
の
対
外
認
識
と
通
交
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）。

（
35
）
前
掲
注
（
34
）。

（
36
）
熊
谷
公
男
『
日
本
の
歴
史
③　
大
王
か
ら
天
皇
へ
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
二
頁
～
二
三
四
頁
。

（
37
）
推
古
朝
に
お
い
て
天
孫
降
臨
神
話
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』「
推
古
天
皇
八
年
是
歳
条
」
に
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
新
羅
と
任
那
が
朝
貢
し
て
き
た
際
、
そ
の
上
表
文
の
中
に
「
天
上
に
神
が
お
り
、
地
に
天
皇
が
い
る
。
こ
の
二
神
の
他
に
畏
敬
す
る
も
の
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な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
天
皇
も
神
と
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
天
に
神
が
あ
り
地
に
天
皇
が
い
る

と
す
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
表
現
は
天
孫
降
臨
神
話
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
38
）
前
掲
注
（
33
）。

（
39
）
河
上
麻
由
子
『
古
代
日
中
関
係
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
九
年
）
七
〇
頁
～
七
一
頁
。

（
40
）『
日
本
書
紀
』（
新
訂
増
補
國
史
大
系
〈
普
及
版
〉、
後
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）
二
五
五
頁
。

（
41
）『
隋
書
』（
前
掲
注
（
24
））
一
八
二
七
頁
。

（
42
）
西
嶋
定
生
「
東
ア
ジ
ア
世
界
と
冊
封
体
制
―
六
―
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
ー
」（『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
所
収
、東
京
大
学
出
版
会
、一
九
八
三
年
、

初
出
一
九
六
二
年
）。

（
43
）
河
上
麻
由
子
「
遣
隋
使
と
仏
教
」（『
日
本
歴
史
』
七
一
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
44
）
大
津
透
『
古
代
の
天
皇
制
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
八
頁
。

（
45
）
三
木
太
郎
『
倭
人
伝
用
語
の
研
究
』（
多
賀
出
版
、
一
九
八
四
年
）。

（
46
）
森
公
章
『「
白
村
江
」
以
後
―
国
家
危
機
と
東
ア
ジ
ア
外
交
―
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
八
年
）
三
一
頁
～
三
三
頁
。

（
47
）
北
康
宏
「
天
皇
号
の
成
立
と
そ
の
重
層
構
造
―
ア
マ
キ
ミ
・
天
皇
・
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
ー
」（『
日
本
古
代
君
主
制
成
立
史
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
、

初
出
二
〇
〇
二
年
）。

（
48
）
前
掲
注
（
４
）
溝
口
著
、
一
八
一
頁
～
二
〇
〇
頁
。

（
49
）
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
一
二
九
頁
。

（
50
）
水
林
彪
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
四
二
頁
～
四
三
頁
。

（
51
）
前
掲
注
（
２
）
十
二
頁
。

（
52
）
前
掲
注
（
２
）
十
二
頁
。

（
53
）
前
掲
注
（
19
）
六
頁
。

（
54
）
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈　
一
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
一
三
四
頁
。

（
55
）
前
掲
注
（
２
）
七
二
頁
～
七
三
頁
。

（
56
）
前
掲
注
（
２
）
一
二
二
頁
。
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（
57
）
肥
後
和
男
「
古
代
伝
承
と
新
嘗
」（
に
い
な
め
研
究
会
編
『
新
嘗
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
五
年
）。

（
58
）
前
掲
注
（
８
）
五
頁
～
六
頁
。

（
59
）
前
掲
注
（
２
）
一
七
一
頁
。

（
60
）
吉
村
武
彦
『
大
化
改
新
を
考
え
る
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
八
年
）
二
頁
～
三
頁
。

（
61
）
前
掲
注
（
２
）
一
八
九
頁
。

（
62
）
菊
地
照
夫
「
ヤ
マ
ト
王
権
の
新
嘗
と
屯
田
―
顕
宗
三
年
紀
二
月
条・四
月
条
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
古
代
王
権
の
宗
教
的
世
界
観
と
出
雲
』
所
収
、
同
成
社
、

二
〇
一
六
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）。

（
63
）
井
上
光
貞
編
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
二
四
七
頁
～
二
四
八
頁
。

（
64
）『
令
集
解
』（
新
訂
増
補
國
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
三
七
七
頁
。

（
65
）
前
掲
注
（
２
）
二
九
〇
頁
～
二
九
一
頁
。

（
66
）
前
掲
注
（
62
）。

（
67
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
孫
降
臨
神
話
の
降
臨
神
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
史
学
』
第
九
三
号
、
二
〇
一
九
年
）。

（
68
）
前
掲
注
（
62
）。

（
69
）
皇
祖
神
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
神
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
へ
転
換
さ
れ
た
時
期
は
、
私
見
で
は
天
武
朝
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
つ
い
て
は
。
拙
稿
「
天

孫
降
臨
神
話
の
司
令
神
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
（
４
））
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
的
背
景
も
含
め
て
論
じ
た
。
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